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Background
1) Geological disposal 

based on the passive safe concept to isolate waste.
need not human control to keep the long-term safety.
implemented by the step-wise decisions process.

3) Various options are considered to be 
necessary to complement the safety case. 

4) Record preservation is an option
- to prevent future generations’ unintentional access 
- for their own decision-making

5) Robustness should be attained 

2) Safety case is a key input to support these decisions.
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Why do we need ?
How long shall we preserve ?

How to achieve “robust & redundant”

Scope of RWMC’s Study

KAN-1.3
responsibility

WIPP
marker systems

NEA
Ethical basis

Future Human
Actions

committee
meetings

others

IAEA
Knowledge

Management

Next step
How to 

implement?

- investigate
historical & 

current issues

Laser-glyph

- clarify requirements
& adaptable elements

Rome Workshop
Jan.2003

(RWMC/SKB)

23 experts 
from 12 countries, 

OECD/NEA 
and IAEA

Additional considerations 
& case studies

to strengthen robustness
Balance of passive & active

Accessibility
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Main points discussed at Rome WS 
1) Knowledge Management is important.

regulations have not yet fully developed.
identification of important knowledge…under way
durable media…continue

4) We need early actions.
next meeting be hosted by an int’l organization 
to clarify the remaining issues 
by involving other stakeholders 

& views of other industrial fields

2) Responsibility & system design are main agenda.
3) We need international archives.

repositories of LLW/ILW…implemented
HLW… under way
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Implementing 
body 

Agency in record 
preservation

Foreign & 
int’l archives

Local 
governments

Education

Library
archives

Relay system

Permanent system

Custom 
religion

Balance of Relay & permanent system

within social system

Independent of human control

Meta-
information

Records should be kept, migrated & communicated.

register when documented,
classify

in  contextual framework,
store dispersively

Open network

Durable media & storehouses
dispersive arrangement

simple & redundant records
with hierarchical classification, 

contexts,
various expressional methods
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Meta-signals
Communication consists of transferring both 
explicit & implicit message. The latter is the 

mode-identifying signal. (G.Bateson 1972)

This is the information on the safety of the repository
We have implemented the best system to transfer the information.
We have done our best to implement the HLW disposal.

Explicit messages from implementers of disposal

The implementers seem
to have chosen the best and most safe repository.
to do their best for the future generations.   
Let us also do our best for future generations

to current 
generation: The information is true

to future 
generations:

Meta-signal
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Case study-1: Laser-glyph

Preparation of 
import data

 

A4 sized report 
with 500 pages

Laser-engraving onto SiC plate
6 pages on each side

fonts: point-2

ある。この地層処分特有の性質ゆえ、一般の人々は技術的な安全性に関する説明を十
分受けたとしても、地層処分に漠然とした不安を抱き続けることは容易に想像ができる
いかに、高度で先進的な技術を使って、処分が安全であるという説明を受けても、実際
に地下に存在する核種が、本当に漏洩していないのか、今後も漏洩しないのかという不
安は解消しがたいものである。したがって地層処分では「①社会への説明」が重要にな
る。 

一般の人々、特に処分場周辺に住む住民の大きな関心事項は、「処分場から核種が漏
洩しておらず、自分の身の回りが安全であること」と「処分場が施工不良なくきちんと
建設され、正しい操業がなされ、地下施設が適切に埋め戻されたかどうか」である。後
者は「④品質管理」と同義であると考えられる。そして、長期にわたり処分場が存在し
つづけるという地層処分の特性上、これらの関心事項は「②閉鎖後」も継続して抱きつ
づけられることが考えられる。 

そこで、モニタリング計画Ｄでは、モニタリングを次のように位置付け、社会の漠然
とした不安や関心事項に応えることを考える。 
 

社会に対し、「処分場をきちんとつくりました」ということを説明するために、閉鎖
後まで計測し続けるもの 
 
補足 
＊ 「処分場をきちんとつくりました」ということは、建設・操業・閉鎖の施工記録、

検査記録等で説明することが基本である。しかし、長期間にわたる地層処分の特性
を鑑み、本計画では、閉鎖後も続けて計測することで、「処分場をきちんとつくりま
した」ということの説明の一助になる項目がないのかという視点で、検討する。 

＊ また、処分場周辺住民の関心事項である「処分場から核種が漏洩しておらず、自分
の身の回りが安全であること」に関してはモニタリング計画 A で検討しているので、
本計画では対象外とする。 

２．モニタリング計画の策定フロー 
 具体的なモニタリング計画は以下のフローに従い策定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 モニタリング計画策定フロー 
 
 まず、「処分場をきちんとつくりました」ということを説明するためのデータ取得項
目を事業で想定される品質管理を想定しつつ整理する。次に、社会に対して閉鎖後まで
何かを計測し続けることの意味合いを検討し、整理したデータ取得項目がモニタリング
かどうかの判断基準を設定する。その判断基準に従い、モニタリング項目を抽出する。 
 抽出されたモニタリング項目について、モニタリング手法、期間、場所等を検討しモ
ニタリング計画を立案する。最後に課題を整理する。 
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 掘削時には、坑道の空間的位置、内空断面を確保するために出来形精度の管理を実施
する。坑道の軸線位置や内空寸法等を測定し、構造物を構築する上での最も基本的な管
理である。また、実際に作業をする上での安全管理や作業環境管理を行う必要がある。
湧水、排水量は坑道崩落を予想する上で重要な情報である。坑内の作業員の安全を確保
し、作業環境を良好に保つため、坑内温度、湿度、視界、照明、換気量、建設機械排気
ガス濃度、粉塵量、炭酸ガス濃度、可燃性ガス濃度、有毒ガス濃度、酸素濃度等を測定
し作業環境を管理する。また、すでに操業中のパネルがある場合には放射線量も測定し、
建設作業中の万一の被ばくを防止する。その他、日常管理として漏電や坑内火災等に対
する点検を実施する。 

一般に山岳トンネルでは、トンネル掘削に伴う周辺地山の挙動及び各支保部材の変
位・応力状態を把握して支保設計の妥当性を判断するとともに、施工の安全性及び経済
性を確認するため A 計測、B 計測が行われる。 

A 計測は地質観察、内空変位、天端沈下等を対象とし、通常 20m 間隔で実施するが、
坑口、低土かぶり区間は 10m 毎に実施する。地耐力に問題がある場合は脚部の沈下量
も測定する。地山条件及び構造物の重要度に応じて B 計測を追加する。トンネル壁面
や地山内部の挙動と各支保部材の力学的挙動との相互関係を把握し、現状の支保が地山
と適合しているかを検討するため、代表的な断面を早い段階で実施することを基本とす
る。B 計測には地表面沈下、地中変位、ロックボルト軸力、支保工応力、ロックボルト
引抜耐力試験、地山試料試験、坑内弾性波速度試験等がある。 

地表付近では、地層処分場建設に伴う公害や環境汚染を防止するため振動騒音、排水、
渇水状況、地盤変状、建設廃棄物、及び公衆災害等を管理する。 

サイトは事前の調査により適切に選定されているが、主要・連絡坑道の掘削の進展や
切羽からの水平ボーリング調査等で、より詳細な地質情報を得ることができる。この情
報を利用して、最も適切な位置に処分坑道や処分孔を配置することが可能になる。 
また坑道はコンクリート支保工等で安定を図るものと考えられるが、操業期間が長いた
め、コンクリート支保工は通常のトンネル支保工よりも長期間、健全性を保つ必要があ
る。一般的に実施されているコンクリート工に関する管理項目である材料確認、配合確
認、材料計量、スランプ、空気量、短期圧縮強度、長期圧縮強度、塩化物量、アルカリ
総量、温度、練りあがり打設完了時間、吹付厚、部材厚さ、内空寸法、支保工背面空隙、
排水シート材質等の管理を十分に実施する。 
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地表付近では、地層処分場建設に伴う公害や環境汚染を防止するため振動騒音、排水、
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報を利用して、最も適切な位置に処分坑道や処分孔を配置することが可能になる。 
また坑道はコンクリート支保工等で安定を図るものと考えられるが、操業期間が長いた
め、コンクリート支保工は通常のトンネル支保工よりも長期間、健全性を保つ必要があ
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づけられることが考えられる。 
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も測定する。地山条件及び構造物の重要度に応じて B 計測を追加する。トンネル壁面
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に地下に存在する核種が、本当に漏洩していないのか、今後も漏洩しないのかという不
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Case study-1: Laser-glyph 
Possible digital media
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No highly 
esteemed deed 

is 
commemorated 

here.

This place 
is not a place 

of honor. 

Nothing 
valued is here. 

Case study-3:
Arrangement of permanent system
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Conclusions

-Rome workshop
importance of knowledge management
future agenda

-To strengthen robustness?
Balance of active & passive system in each country

(relay & permanent system)
Laser-glyph 
Future generations’ accessibility 

- Meta-signal


